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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
改
正
）

２

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
規
則
（
平
成
二
十
年

総
務
省
令
第
百
二
十
五
号
）
の
項
中
「
第
十
三
条
第
三

項
」
を
「
第
十
四
条
第
三
項
」
に
、「
第
十
一
条
第
二
項

各
号
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
第
十
四
条

第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明
の
た
め
の
債
権

者
会
議
の
期
日
の
続
行
）

第
九
条
の
二

前
条
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
事
業
再

生
計
画
案
の
説
明
が
終
了
し
な
か
っ
た
場
合
又
は
前

条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
決
議
さ
れ
る
に
至

ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
過
半
数

の
同
意
に
よ
り
続
行
期
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
協
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議

の
期
日
の
続
行
）

第
十
条
の
二

前
条
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
事
業
再

生
計
画
案
の
協
議
が
調
わ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
債
権
者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
続
行
期
日
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を「（
事
業
再
生
計
画
案
の
決
議
の

た
め
の
債
権
者
会
議
の
期
日
の
続
行
）」に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
消
滅
」
の
下
に「（
事
業

再
生
に
著
し
い
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除

く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
事
業
の
継
続
」を「
事

業
再
生
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
号

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関

税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
九
十
六
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す

る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
電
気
分
解
の
工
程
を
経
て
製
造
し
た
二
酸
化

マ
ン
ガ
ン
で
な
い
旨
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉

売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
電
気
分
解
の
工
程
を
経
て
製
造
し
た
二

酸
化
マ
ン
ガ
ン
で
な
い
旨
の
証
明
書
の
発
給
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関

税
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電

気
分
解
の
工
程
を
経
て
製
造
し
た
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
で
な

い
旨
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
経

済
産
業
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
一
号

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
再
生
に
係
る
認
証

紛
争
解
決
事
業
者
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

事
業
再
生
に
係
る
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
認
定

等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

事
業
再
生
に
係
る
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
認
定
等
に

関
す
る
省
令（
平
成
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。」を
「
と

し
て
事
業
再
生
に
係
る
債
務
者
と
そ
の
債
権
者
と
の
間
の

権
利
関
係
を
適
切
に
調
整
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。」に

改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
」
の

下
に
「
又
は
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
株

式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
株
式

会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法
第
一
条
の
株
式
会
社
企
業
再

生
支
援
機
構
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
事
業
再
生
に
携
わ
っ

た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。」を
「
事
業
再
生
に
係
る
債
務
者

と
そ
の
債
権
者
と
の
間
の
権
利
関
係
を
適
切
に
調
整
し
た

経
験
を
有
す
る
こ
と
。」に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
債
権
者
全
員
」
を
「
債
権
者
の
過

半
数
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
き
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
債
権
者
全
員
の
同
意
に
よ
っ
て
、
決
議
を
す

る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第
四
号
中
「
次
条
及
び
」
を
削
り
、
同

号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
条
の
債
権
者
会
議
の
開
催
日
時
及
び
開
催

場
所

™


		2013-09-04T09:17:54+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




